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喀痰 中 に 見 出 さ れ る 一新 菌 種Gordonaattrantiacaに つ い て
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   Genus  Gordona is a new genus very recently  proposed". The genus shows an intermediate 

feature of characters  between genus Mycobacterium and genus  Nocardia  (Table 1). Four 

organisms were isolated recently  :rum sputa of  patients  Nv  i  h  pulmonary  dieae. The  organisms 

had been considered as if they were mycobacteria because of their acid-fastness only  slighly 

weaker than the  3cid-fastnes.s of  mycobacteria, but, by other characteristics, were  identif.ed 

as Gordona (Table I The organisms were regarded as a species and  named as  Gordona 

auranticca, sp. nov., as they showed rough, orange-coloured colonies. The other species of 

 Gordona, G. bronchialis, G. rubra and G.  terrae, showed rough reddish or pinkish colonies 

in air. The species G.  aurantiaca was more acid-fast than the other species and lacked an 

ability to reduce nitrate to mitrite. As to the other distinguishing characters, it showed the 

same characters as the other species (Table 1).

   Characters of this species are shown in Tables  2 and 3, in  comparison with other  species. 

Distinguishing characters for differentiation of four species are shown in Table 3. 

   Type strain of the species Gordona  aurantiaca is strains  :::  3462  CATEC  25938  ; NCTC  10741  . 

    Furthermore, problem of nomenclature of this genus was discussed.  Since  s-_,--caLe:' 
"Mycobacterium"  ri:odociii-ous  belongs to this  genus ,  problem  of nomenclature of "Mycobacterium" 

rhodochrous should be taken in consideration.  Kra.ssilnikov suggested that  "Aficrococcuf-

rhodochrous may be a member of genus Mycococcus. According to the description of Krz,,,stz:1- 

nikov (Bergey's Manual,  1.9:37  . however, organisms of the genus  Mycococcits should have 

spherical form and be variable in size and not acid-fast. The organisms  cf  the  genus Gordona 

occur as short rods and are slightly  acid-fast. These characters  differ frcrn the  description  cl 

genus  Mycococcus. Furthermore, authentic strains of  genus  Alycococc:Is  are,  at  present,  .7.  I.'. 

obtainable. In consideration of these  state-s, a new genus name Gordona  has  been  considered 

to be suitable for the organisms described in the present study.

昭和43年5月 から開始された国立療養所13施 設に

よる非定型抗酸菌共同研究班の研究で,非 定型抗酸菌も

しくはその疑いのある菌が国立療養所中部病院に集めら

れた.こ れらの菌の大部分は,非 定型抗酸菌に属するも

のであつたが,一 部は弱抗酸盤桿菌であつた,こ れらの

弱抗酸性の短桿菌は,ゴ ム栓またはパラフィン綿詮の培

* From the National  Sanatorium,  Chubu Chest Hospital, Obu, Aichi-ken  47-1 Japan.
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養(と くに箭者)で は,結 核菌の堕落と酷似する簗落を

形成 した。このため結核菌と誤認される可能性のある菌

として重要と思われた.し か し綿樫培養をすると,発 脅

が速 く,通 常R型 で紅色の集落を形成 し,寵 た2iehl-

Neelsen梨 色を して鏡検すれば抗艘性が弱い点で,納 僕

菌または抗酸菌と区別できたη.な お,こ の菌の示す弱

抗酸性は,Ziehl-Neelse　 ft染 色で均一dに淡紅色または淡

紫色に染まる状態で,No紹 湿如 にみ られ る 「部分抗酸

性」とは明らかに異なつた.

　 この菌は全閥13施 設から送られた歯株の中に,71株

発見されたが,こ の数は 鳩 施設で分 離された 抗 酸 崎

(大部分は絹 壱穂)に 対して約 α5%の 比席を占めたes

そ の性 状 を既 知 の薗と比 較すると'`Mycabastewium"

rhodochrous(後 述)と 艘もよく類 似 し,こ れ と同 一

tax◎nに 入ると考えられたη,,また,　ceの菌は ルfycabdie-

teyiumとN∂ 躍纏 αの中聞の性状を示 し,か つ両者か

ら明らかに区別でぎるので,こ の菌のために新 しい属を

設定するのが妥当と思われ,こ れを0"ydena,8朗.　 nOV.

と名づけだ 勘.

　 喀疾から分離されたGo冠0澱 菌 の大部分は前に報告

したG.bronehiagisi)に 属 したが,そ の後,分 離された

菌株の分類学的研究をすすめる間に,4株 が互いに類似

の性状を示 し,別 の菌種を形成すると考えられた.こ の

菌は喀疾中に出現する噺菌種として注目され,そ のうえ

抗酸性がかなり強 く,集落も燈色であり,ルかω歓 妙 ∫襯

と類似する点があるので,!物 ω加4副 撚 との鑑別とい

う意味で重要と思われた嚇われわれもは じあ最初の分離

株を得たとぎはMycebaeteriumの 一種と考えていたが,

そ の後類似の菌株が続いて得られ,か つGOPtdoneの 定

義を明らかにしえたため,こ の菌をGerdenaの 一薪菌

種と考えるにいたつたゆ

実　験　方　法

　 菌株:4株 の菌株はいずれも結核菌ない し抗酸菌の分

離に用いられる方法で分離された.す なわち喀疾に等量

の4%e　NaOHを 加えて均一化した後,1%小 川培地に接

種して4週 後に分離された。分離菌はいつたん$klicylate

培地(sodium　 salicylateを0・　$　mgfm9の 割合に含有す

る1%小 川培地で,非 定型抗酸菌のscree　lt　iR9培 地)9)

に接種 して発育可能であることを確かめた5え で,国 立

療養所中部病院非定型抗酸菌研究診断部に送付されてき

た,,分 離年は昭和43～44年 で分離場所は次のごとくで

ある。

　 G)#　 3462;札 幌609;国 立北海道第二療養所(久

世彰彦)

　 (2)　 葬3477;松 井;国 立療養所天竜荘(近 藤弘子)

　 (3)　 #4409;奥 田69K-R205;国 立療養所近畿中央

病院(喜 多野彦)

結　核　　第　46　巻　　第　4　婦

　 (4)　 #　44ff5;豊 田884;国 立 療 養 所 東 京 病 院(下 出

久 雄)

　 方 法1繭 株 の検 査 方 法 は既 報 した`)5)r」 菌 種 の 礁 状 の

寵 職 は,1.istef},　 Wi醜&Colwd1嚇}の 力 法 を 若 干

m◎difyし た 方 法す なわ ち"Hypeth・ ・lical　Meeurs　Organ-

ism"(HMO)マ1を 用 い た.す なわ ち 繭種 の陽 性 性 状 の

平 均 億 を 謝 算 し,こ の 平 均 億 以 上 の 頻 度 で 娼 現 す る性 状

を+,以 下 の頻 度 で 繊現 す る性 状 を 一 で 喪 わ して,菌

種 の 性 状 を 表 現 した難

実　験　結　果

　 1・ 新 菌 種 の 霧雛 聡G灘 の 獺 へ の 縄定

　 Gordonaは 弱 抗 酸 性 の 驚ノ桿 菌 で,菌 糸 を形 威 す る こと

な く,2週 鍵y1鍵1f轟 捻舘 反 応 陰 性 、 硝 酸 還 元 反 応 陽 臨

mann◎$eか ら酸 を 形 成,創 麗"鎚 か ら もmuxidi齪ivmeに

よつ て酸 を 形成 し,胞 子 を 形威 せ ず 、 好/琉性,運 動 能 な

く,catala$e陽 性,　ewxidessee陰 盤,　G灘 蹴 陽 性,$ucrose

をC源 と して 利 用 し,trimethylexdv　 dimminevをNC源

と して 利 用 しな い ㌦ 以 上 の 牲 状 の 中 で,麦1に 示 した性

状($ucro$eのC源 と して の 利 用 を 除 ◇ は,蘭 に 束#馨)
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diagnostic　 tableで91に 相 当 し、　 Mycebaeteriumま

た はA"o・w・ii`1に 該 当す る。

　 そ こで ルfycehaeteriumとNocardinと を 区 別 す る

distingui$hing　 character翻 に つ い て 観 察 す る と,

AI -stcebaetcriumお よびNocardiaの い ず れ と も明 らか に

異 な り,Gordenaと 履 も近 い(麦1)ge　 Gerdenaと は 一一

応7性 状 中5性 状 で一一致 し,2性 状 で 異 な るが,こ の 後

渚 の2性 状 中,抗 酸 性 に 関 して は,σo雇 ρ麗 が 弱 抗 酸 性

T識b1¢3.　 Co瓢pasrisΦ 　lt　of　 F◎ 糠r　Speci磁$◎f　 Ge論u$

　 Cord⑳ 短(Differe"ti鍛tl⇔ 難 ◎f　four　 sp¢cie$)

Ch蹴r麟 ¢象磯r

Nitrat穆r穆duced之Q　 r墓itrit¢

Acetamid議$e

Ure蹟se

Nic◎ti捻amldas{き

Pyrazinam墨d菰$e

Allantoinase

鶴
嚇㌧
驚
隔
《
無
蹴
灘
転
鴫
毒

蒋

転

+1+

十

十

十

十

輸
穂
駕
鑓

悔

.始

十

十

十

十

十

十

}

一

十

Utili蜘 伽f。rga勲ic　 acid$as!

s◎1e　caごb備 ◎urc¢:　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　 　 Cit

rat¢

　 　 Benz◎ate

Acid　 fr◎灘carb◎hydrat¢s:

　 　 Gluc◎se

　 　 Mannos¢

　 　 Galact◎se

　 　 Rhamnose
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　 　 レGlu撫ma舵 　　　　　　　　　}

　 　 L_Serine　 　　　　　　　　　　　　　　　l
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　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 :　 　 B
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　 　 M◎ 捻oeth融01ami織e　 　　 　　 i
　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 ミ

　 　 Trim航hyle簸e　 dia艶i轟e　 　　 i

町勢
勧
爆
畷
鷲
勢
㌦
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十
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F◎rall　 str頴 聡 嫉 墓e欝s　 c群 ぬ 撫,　 b戯zam三d鐙 ¢一麓ε塞a重iv艦
,

呈S◎籍ic◎t孟nam1d雄 礁 誼¢墓滋i鴨 　 　 sa旋y三 鱗 三d農$¢-Regative ,

suc¢inarnidase-xteg就ive　 a薮d凱a茎 ◎iarcida$e一 宝}を慧滋iv¢ 。

As宅o　 th¢ 鐙 戯 為磁 犠refer象 ◎ 艶f¢ 鷲 鯉 ε$磯 窪雄d　 5(T§uka一

瓢ura,M;工Gen・Micr◎bid。,45;念53,1鰯;Tsuka血 縫ra,

M.:TubefCle,4$:3玉1,19蔭7).

紹 核 第46巻 第4号

で あ る の に対 して,こ こ に 示 す4株 の 抗 酸 性 は か な り強

く,ル 秒ωう認 所 綿 よ りわ ず か に 弱 い 程 度 で あ る轡 この

撫 性 に 関 す る ノ螺 は 明瞭 で は な い の で 溺 らか 嵯 は

硝 酸 慧 元 能 の 欠 獅 とい 丸 る。 した が つ て ・ これ ら4株 を

ni応Gordo　 naと 考 え て よい と想 われ た の で ・ 以 下 これ

ら 一tsGordoxa灘 躍 纏 β躍,砂 ・nov・ と 呼 ぶ こ と に す

る"こ の$pecikc　 epithetは,　 Gerdonaが 一一般 に 紅 色の

色 棄 を形 成 す る のに 対 して 、 こ こ に あ げ た 嬬株 は 燈 色の

集 落 を形 戒 す る こ とか ら とつ た礁

　 2,　 他 のC群 の 紹 薩 稲 との 比 軟

　 既 報 のG酬 ぬ 溜 の 萢 種 と して は,C.加 碑 論 忽鯉 亀

σ.γ 幼 曜 勤 お よび(ン.飴 搾 鰐 勤 の 欝種 が あ る欝 今,¢

aurditiaeaを これ ら の既 報3菌 種 と比 較 す る と,麦 諺お

よ び表3に 示 す ご と くで あ る。,表2に ば ほ ぼ 蟹 似 した性

状 を 赤 し,表3に は4霧 を区 別 す る 控状 を示 し九,、

　 た だ し炭 水 化 物 のC源 と して の 利 用 の一 惣 よ,炭 水化

物 か ら の酸 形 成 能 とほ ぽ 同 し結 樂 を示 した の で,た とえ

4者 の区 別 に 役 立 つ 反 応 で あ つ て も、 表 島 づ.れ たt

　 G.ax　 ra　nt　iaeaは 衷3に 示 す よ 箏に 種 々 の1生状 に ょつ

て 他 の3菌 種 と区 別 で き るが,最 も特 微 的 な のよg謡 鍵・

to$eか らの 酸 形 成 で あ る 繊 の,,ま た 集藩 の 色 緊 が屋

色 で あ る こ と も大 きい 特 徴 の 一 つ で,飽 の 欝蕾種 が紅 色

集 落 を 形 成 す るの とは 異 な つ て い る。 た 慧 し紅 色 色紫 の

形 成 は 前 述 した ご と く酸 素 が 一1弓ナに 供給 され た ときだけ

に 起 こる.ゴ ム栓 培 養 で は 発 色 せ ず,結 核 菌 に 離 似 した

R型 集 落 を 形成 す る,,ま たC.醐 躍 曜 鋤 副 よ他 の3菌 琶

よ り も抗 酸性 が 強 《,む しろMycakgeterin　 mに 近 いが,

Mycebacteriumと 比 較 す る とや や 抗 酸 盤 の程 災が 弱い,

　3、　 Type　 strain$

　Genus　 GevdemaのtyPe　 specie$1よG.魏 碑 鵡毎趣 で

あ るx》.次 に 各 菌 種 のtype$trginsを 列2す る,,

　 <1>　 G。 加 傭 ご擁醒露.葬341⑪;ATCC　 25592;NCTC

10667.

　 ¢ 》

　 〈3)

　 〈4>

10741.

G。 躍 ゐ躍.#36⑪5;ATCC　 25593;NCTC　 10668。

G.捻 搾 認.≠3612;ATCC　 25594;NCTC　 1⑪669.

α 環雛躍ntiaseas.　 葬3娼 黛;ATCC　 25938;NCTC

考 察

前 報 》に 述 ぺ た ご と く,genx$GOrdongの 菌 株 は

"Mseobaeteriasm"yhedρ
ekreas(ATCC　 13809)に 最 も よ

く類 似 し て い る 。そ の 後,　Dr.M.G◎odfel1◎w,　 Departme"t

◎fMiαobi◎b慰y,　 Medical　 Scho◎1
,　 University◎f

Newcastle　 upon　 Tyne　 か ら 　 "AL"rhedoekrons　 と

1abe1さ れ た 菌 株5株 を 分 与 さ れ て
,こ れ ら ○ 性 状 を 調

ぺ たasこ れ ら の5株(tsu,　 N　30,　 N　31,　 N　 55
,　N　56)は,

い ず れ もDr。 　R　 E　 G◎rd◎nに よ つ て'`..Y."rhodechroas

と 命 名 さ れ た 菌 株 で あ つ た ・ こ れ ら をGOrdone菌 と 比
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　 較す るの}こ,表1に 示 したdistinguishing　 characters

　 に関 して1ま た は2性 状 につ い て 差 が あ る だ け で,

　 Gerdenaと 同 一 属 と考 え て よい と思 わ れ た 。 しか し,

　 　"Jf."　rhedech　reasの 性状 は,"重 要性 状"に 関 して は 共

　 通す るが,そ の 他 の 性状 に つ い て は 菌 橡差 が 大 で,こ れ

　 　らをGerdenaの1つ の菌 種 とみ なす ごt、Xl;難 と思 わ

　 　れた。 しか しな が ら,"・IL"　 rbodechreusがGordona属

　 　に λる ことは ほ ほ 確 か ら しい 以 上,Gordengの 命 名に 当

　 　た つて"M"　 rhedechreasの 分 類 学 的 な 歴 史 を 皇 篭 す る

　 　わけ に はゆ か ない と思 わ れ た,

　 　　いわ`〉る"M・ 　f'rbOdechreasと 称 す る菌 肱,は し め

　 　Rhedeαeceas　 rhedechreus　 Z◎pf〈1S91)と して 報 告 され

　 　たもの で,後 にMigUlaに よつ て 一Mieroceeeus　 rhedか

　 　chrogs(Z◎pf、 　Migula(1900)と 命 名 され た,し か しKras・

　 　sil　nikov(1949に よれ ぽ.こ の 菌 は お そ ら くgenus

　 　Myuaceceasに 属 す る も ので あ ろ5と い うt　Bergey's

　 　Ma!ma1,19571聯 懸MScoceceusはKrass　 il　nikev〈1938身

　 　に よつ て鍵 唱 されkfamily　 Mycobgcteriaceaeの1つ の

　 　geRusで あ る。 と ころ が そ の 後,　 G◎rdOlt&Mihm

　 　(1957,Σユは,こ の菌 をMycobactu〆u　 m　i二入 れ て,誘 αト

　 　b(Uterigm　 rhedechronsと 命 名 しf:　11)　12,し か しそ の 後,

　 　G{}rdon'1966;3自 身 に よつ て疑 問 渉表 弱 さむ,以 後 い

　 　わ うる 響鈎 ω蝕4群f綿 縛rhedechreasと 記 載 され る よ

　 　 うに なつ た が,そ の 分 類学 的 地 位 は 獲 定 して い な い。 わ

　 　れわ れは この 菌 がMscObgcteri"mお よびNeegrdigの

　 　いず れか ろ も,distiRguishikg　 characters　 7娃 状 中4

　 　佳状 で区 罰 され る こ とを 重 規 し,二 の 蓉 の た め に新 しい

　 　geRusを 設 立 す る つが 妥 当 と考 え た1㌧ 閤 霧 は,こ こに

　 　捷唱 され たgenus名 σo冠o麗 ガ 妥 当か ど うか,撰 言す

　 　れば,こ の 菌 がMycecoceusに 入 る可 饒 盤 が あ るか ど5

　 　か とい うこ とで あ る⑬　こ のメ『に つ い て は,次 の 理 由で

　 　Msceceeeusの 名 は ふ さわ し くな い と恐 わ れ ろ,

　 　　(1》 　KrassilnikgvはgenUS　 MicrececeUSの 菌 の 相

　 　当数 がMycecoceasに 属す る と考 え られ る と述 べ て い る

　 　が,Mcroceccus　 rhedechronsを は つ き り とMyceceeeus

　 　の申 に入れ てい な い 壌 髪 で あ る くBergey's　 Ma麗a1購,

　 　p.712～713.e

　 　　〈2》KvassilRik◎vに よれ ば,丑 妙`oω ¢欝 は 非 貌 蟻

　 　性の珪 墓 で,そ の形 お よび 大 き さが ま ち ま ちで あ る とい

　 　 うが聯,わ れ わ れ の 蓬 は 簑 桿 墓 で あ り,か つ 聚 ζ麺駿性 で

　 　あ る,

　 　　《3》Myeecoccasのtype　 cUltureは 夏 右 存 在 しない

　 　ら しx・ss発酵 研 究 所 磯 野 正 難 博 士 に よれ ば,　Kra$sUnik◎v

　 　の研究 室 に もtype　 stτ譲識 は 集 存 され てい な い し,まk

　 　後野 博士 がMycocoeeasと してATCCに 送 付 した2蘇

　 　(ATCCの リスeS　iこ掲 載 され て い るMycoc"ceus)も お そ

・　 ら くCer)mebacteriscmま た はA「threbacterに 入 るべ き

　 　 もの で あ ろ5と い う く同氏 の私 傷 海
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　 以 上 の点 を 考慮 した 結 果,わ れ われ の 繭 をMyeeeece"s

とす る 捗鵜 は ない の で,や は りGcrdonaの 新 しい 嘱 名

を 提 唱 して よい と響 われ る礁 なおGerdonaがMycebac"

f87掬 携 お よびNecardiaか ら独 立 したgeRUSで あ る

こ とを確 立 す るた あ に は,た おDNA-base組 戒,緬 胞

壁 分 析 な ど の結 果 を 追 加 す る こ とが 望 ま しい.最 近.武

谷 ・永ec　i　R>はMycobacteri"m　 と　StM・"rhedechr{niS

ATCC　 13808の 緬 胞 壁 構 造 を 竃 顕 的 に観 察 し,"M."

「hodoeh　「o"sに はMycebacteriti　 m特 有 の2重 線携 造 が

な い一 した が つ てMycObacteri#mと は 異 な つ て い る

と述 ぺ て い る。

　 Gordexaを 躍 鯉o加4群 諏辮 くrapid-9τ◎wiRg　 myccy

bacteri　Ptか ら区劉 す る垂 要 性 状 は ,　G御4{耀 で ば.　f　1》

抗 酸 性 が弱 い;〈2>2選arylsuZfatase陰 性;〈3)Tri-

methylene　 diamineをNC源 と して 利 用 しな い;〈4 .l

SllcroseをC源 と し て モ1用す る,の4性 状 で あ る.

　 一 方GerdongをNeegrdicか ら 区別 す る重 要性 状 は.

Gerdon　 a"　:'}t,紅 菌 糸 形成 が な い;2　 硝 酸 還 元 反応

陽 性;(3、Marmoseか ら酸 を 形 衷 す る;4Sxereseを

C源 と して 利 用す る.こ とで あ る。

　 とこ ろ で 本 報 で 報 吉 したGePtrgxttscaは,飽 の

Gerd"x9よ り も抗 酸 性が 葦 い点 でや や3ぢ ω露 ご琵7諭 携

に 近 く,一 方 硝 酸還 元 反 応陰 牲 の点 でや や 一MOegrdiaに

近 い馨 両 者 台 わ ぜ て 艦合 釣 に 鉱 孝 は ゆ他 のGerdongと

同 し くMycobgcteriNmとNecardigの 中 閥型 で あ るe

G.aasrantigcaは 上 辻 の ご と く,髪 報 のGcrdena　 3菌

鍾 と比 鼓 す る と,{1　1、 蓋 駿{生が 玄 い,2、 磧 酸還 元 反 応

陰 性;㌧3ノ 他 のGerdonaが 紅 色 集落 を形 成 す る の に対

して,禮 色 集 落 ・、R型)を 作 る;(41　 Galact◎seか ら酸

を ラ 皮す る;　〈5)SerineをNC源 と しく利 用 す る 点 で,

他 のGcrrdonaと 区理 で き るeそ の弛 の区 牙三点 は 表3に

一 蓋iし て あ るう

　 G.磯 擢 溺毎紹 に,0.加 棚`海 認誌瞬 とと もに 喀療

ヰ に 出現 す るGerdonaで あ る.塔 擁 中 に 見 出 さ れ る

Gerdo"aの 大 都 分 は,　 G.加 醗 雛 忽跳 で あ つ て,(λ

Ctasrgntigcgの 出 瑳 よ 比 較 的 まれ で あ る.し か しG.

aasrantiac9は 銃i酸盤が 藍 い 点 で ル〔yω加 ごぎ群細携 と誤 ら

れ や す く,二 の点 同定 二 さい して 注 意 を要 す る菌 で あ る.

本 菌 と ・VycObacteriscmを 区 別す る つ に重 要 な 性 状 は 次

の通 りで あ る。

　 G.aesrantiacaは,〈1>技 駿 性 が や や 弱 い 丸た だ し,

JL　 Pgraf∂rt蛎tNm,　 M　 aur"mの 中 に に 抗 酸盤 が や や

霧 い 薔 が あ る の で,:の 差 は 避 態 釣 で は な い);2/2

選 鍵yls凪fa捻se艮 応陰 控;〈3)毫i駿 塁 元 支 志譲 性;〈4)

TrimethyEeae　 dianimeをNC源 と して利 用 しな い;

t5
.　Sucτ ◎seをC源 として 利 用 す る。

結 論
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GenusGordonaの 第4の 菌 種 と して,Gerdonaauran.

tiacaを 報 告 し,既 知 の3菌 種(G .bronehialis,G.rubra

お よびG.terrae)と の 区 別 点 を 記 載 した。G.aurantiaca

はG・bronchialisと とも に喀 疾 中に 見 出 され るGordona

菌 で あ る。G・brenchialisと 比 較 す る と出 現 頻 度 は 低 い

が,抗 酸 性 が か な り強 い の でMycebacteriumと 駅 られ や

す い 。G。aurantiacaの 特 徴 は,他 のGordona菌 よ り

も抗 酸 性 が 強 く,硝 酸還 元反 応 陰 性 で,燈 色R型 の樂 落

を 形 成 し・Galactoseか ら 酸 を形 成 す るな どの 点 で あ る。

これ らの 性状 に よ り,他 のGordonaeStwと 区 別 で きる 。

(比 較 に 使 用 した"Mycobaeteri"m"rhedechreusの 菌

株 を送 つ てい た だ い たDr.MG◎odfe11◎w,Department

ofMicrobiology,MedicalSch◎ ◎1,Universityof

Newcastleupon↑yneに 鵡}意を表 す るeま たMycoco・

CCUSに つ い て ご教 示 を 受 け た 醸 酵 研 究 所 磯 野 正雄 博士

に 謝意 を表 す る。)
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